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木造住宅や木造建築物に要求される防耐火性能と性能評価は、現在では木造
の準耐火構造や耐火構造まで認められており、昭和50年代から比べると大き
く変わってきた。本稿ではこれまでに実施されてきた木造建築物に関する研
究開発の経緯を主に実大火災実験を通して概説している。




